
「高瀬小 輝 賞」表彰規定
かがやき

平成２９年４月２４日制定

１ 目的

児童の日々の学習活動や学校生活等の中で、目的意識をもって積極的、継

続的に実践している努力を認め、称えることを通して、自己の価値に気付か

せ、児童に感動や喜び、充実感や達成感等をもたせ、自尊感情や自己有用感

を育み、学校教育目標で目指す児童像の具現化を図る。

２ 表彰部門

部 門 基 準

１ あいさつ ・自ら進んで心を込めた挨拶ができ、友達、保護者、来校者、

教師等から称賛されている。

２ 学校美化 ・校庭の除草や花壇の手入れ、校内全体や教室の整理整頓・

（奉仕） ごみ拾いなどを進んで行い、校舎内外の美化に努めている。

３ 挑 戦 ・自ら目標を決めて挑戦し、困難に負けず成し遂げることが

できた。

４ 自学自習 ・自ら学習課題を見つけ、計画を立て、時間を有効に使って

こつこつ努力し、成果を上げている。

５ 研 究 ・長期休業等で進んで自由課題を選び自主的に取り組み、創

意工夫をして他の模範となるような作品にまとめることがで

きた。

６ 読 書 ・計画的・継続的に読書をしたり、進んで感想文などを仕上

げたりして素晴らしい成果を上げた。

・友達を大切にし、いじめを起こさない学校風土づくりに努力し

７ 人権･福祉 ている。

・お年寄りや下級生、困っている人等に思いやりの心で接し

たり、施設等でボランティア活動等を計画的・継続的に行い

感謝された。

・「礼を正し、場を清め、時を守る」実践、ノー号令・ノー

８ 自 問 チャイムを意識した行動、自問清掃など各種自問活動で、そ

の意義を十分に理解し、率先垂範の行動がとれた。

９ 学校生活 ・学校生活全般にわたり他の生徒の模範となるような行動が

とれた。

・１年間、無遅刻･無早退･無欠席の皆勤で登校できた。

10 そ の 他 ・その他、他の模範となるような顕著な実践等を行った。


